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➊. なぜ今、画家さんにWebマーケティングが必要なのか 
 
インターネットがもたらしたアート市場の革命 
かつて画家が作品を発表する場は、ギャラリー展示や美術館という限られた物理的な空間に限

定されていました。 
しかし、インターネットの普及により、世界中の人々があなたの作品を見ることができる時代にな

りました。 
 
 
〇なぜ今、画家さんにWebマーケティングが必要なのか〇 
アートの世界では依然として「良い作品を作れば自然と売れる」という考え方が根強く残っていま

すが、今や作品の質だけでなく、いかに効果的に発信できるかが成功の鍵を握っています。 
SNSやWebサイトを通じた戦略的な発信がなければ、どんなに素晴らしい作品も「見られない作
品」となってしまうのが現実です。 
 
〇画家さんが直面する課題〇 
多くの画家さんは以下のような悩みを抱えています： 
 
●「作品を多くの人に見てもらいたいが方法がわからない」 
●「SNSをやっているけど反応がない」 
●「作品を販売したいがきっかけがつかめない」 
●「Webマーケティングに苦手意識がある」 
 
これらの悩みは、体系的なWebマーケティングの知識と戦略があれば解決できるものばかりで
す。本書では、アート作品の特性を活かしながら、効果的に認知を広げ、販売につなげるための

具体的な方法をご紹介していきます。 
 
〇画家さんにとってのWebマーケティングの意義〇 
Webマーケティングは、単に作品を販売するための手段ではありません。 
それは、あなたの芸術性や世界観を理解してくれるファンを見つけ、継続的な関係を築くための

コミュニケーション手段でもあります。 
適切なWebマーケティング戦略によって得られるメリットは以下のようなものがあります： 
 
●地理的制約を超えた作品発表の場の獲得 
●24時間365日、世界中どこからでもアクセス可能な作品展示 
●ファンとの直接的なコミュニケーション 
●自分の世界観に共感する購入者との出会い 
●従来の美術業界の枠組みに依存しない独自の販路開拓 
 
次の章では、最新のデータからアート市場とオンライン販売の現状について詳しく見ていきましょ

う。 
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➋. アート市場とインターネットの現在地 - 数字で見る可能性 
 
〇拡大するアート市場とオンライン取引〇 
最新の統計によれば、2023年の日本のアート市場の売上高は6億8,100万ドル（約946億5,900
万円）と推定されています。 
これは2022年と比較すると10%の減少となりましたが、新型コロナウイルス感染症によって市場
が混乱する以前（2019年）と比較すると11%の成長を記録しています。 
この成長率は、世界全体のアート市場の成長率1%を大きく上回るものです。※1 

 
さらに注目すべきは、オンラインファインアート市場の急成長です。 
2024年の市場規模は約12.78億ドル（約1,860億円）と推定され、2029年には19.27億ドル（約
2,800億円）に達し、予測期間中（2024-2029）には8.55%の年平均成長率（CAGR）を記録すると
予測されています。※2 
また、デジタルアート市場に特化すると、2024年には市場規模が約48.5億ドル（約7,500億円）に
達し、2029年までに年平均成長率（CAGR）15.59%で成長する見通しとなっています。※3 

 
〇オンライン販売の特徴と利点〇 
オンラインでアートを購入する最大のメリットは、作品を比較できる点です。 
ネットでは、販売されて在庫がない作品のアーカイブも含めて、比較検討が可能です。 
また、地理的・時間的制約なく世界中の作品にアクセスできることも大きな利点です。※4 
2024年に実施されたコレクター調査では、52%の回答者がWebサイトやSNSを通じてアーティス
トやその作品を知り、直接作品を観ることなく購入していることが明らかになっています。このこと

は、オンライン販売が市場の裾野を広げる役割を果たしていることを示しています。※5 

 
〇日本市場の特性と将来性〇 
日本市場の特徴として、2023年のアジアのアート市場において日本は5％のシェアを持ち、80％
のシェアを誇る中国に次いでアジア第2位の市場となっています。 
また、2023年における日本の美術品の輸入額は約4億5,700万ドル（約635億2,300万円）であ
り、日本は主要な美術品輸入国として、米国やフランスなどの世界的なアート拠点とのつながり

を強化しています。※6 

 
2025年の予測では、低価格帯作品の市場が活況を見せるなど、アート市場の裾野は広がってい
ます。 
オンラインチャネルの安定化も、市場の民主化やアクセシビリティの向上に貢献しており、新規コ

レクターの参入も広がっていくと見られています。※7 

 
 
 

 

※1：文化庁「The Japanese Art Market 2024」 
※2：Mordor Intelligence 
※3：Kogei Japonica 
※4：And Owners 
※5：Art News Japan 
※6：文化庁「The Japanese Art Market 2024」 
※7：Art News Japan 
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〇日本の画家さんにとっての機会〇 
これらのデータから見えてくるのは、日本の画家さんにとって、かつてないほどの機会が広がって

いるということです。特に注目すべき点は以下の通りです： 
 
●国内市場の堅調な成長: 世界市場の成長を上回る日本市場の成長性 
●オンライン販売の拡大: コロナ禍を経てオンライン購入が一般化 
●低価格帯作品市場の活況: 新規コレクターの参入が増加 
●国際的なアクセスの向上: インターネットを通じた海外マーケットへの展開可能性 
 
これらの数字が示すのは、Webマーケティングを活用することでアーティストとしての可能性が大
きく広がるということです。次章からは、具体的なSNS活用法やWebサイト構築について解説して
いきます。 
 

➌. SNSを活用した効果的な作品発信法 
 
〇SNS活用の目的を明確にする〇 
多くの画家さんがSNSを始めるものの、「何を目指して活動すればいいのか分からない」と悩ん
でいます。SNS活用の主な目的は以下の4つに整理できます： 
 
●認知拡大: 自分の作品や名前を多くの人に知ってもらう 
●ファン獲得: 作品や活動に共感・応援してくれる人を増やす 
●販売促進: 展覧会来場や作品購入につなげる 
●業界とのつながり: ギャラリーや他のアーティスト、コレクターとの接点を作る 
これらの目的を意識し、自分にとって最も重要なものから優先順位をつけて戦略を立てることが

大切です。 
 
〇アーティストに最適なSNSプラットフォームの選び方〇 
各SNSプラットフォームには特性があります。アーティストとして効果的なのは以下のプラット
フォームです： 
◇Instagram◇ 
特徴: ビジュアル重視、ハッシュタグ検索が強力 向いている画家さん: 作品のビジュアルインパク
トが強い、カラフルな作風の方 活用法: 作品だけでなく、制作過程やアトリエの様子など多角的
に発信 
 
◇Twitter(X)◇ 
特徴: テキストと画像の組み合わせ、拡散力が強い 向いている画家さん: 言葉での表現も得意、
社会的テーマを扱う作品の方 活用法: 作品に込めた思いやコンセプト、制作秘話などを言葉と共
に発信 
 
◇TikTok◇ 
特徴: 短い動画コンテンツ、若年層に人気 向いている画家さん: 制作過程が視覚的に面白い、
動きのある表現をする方 活用法: 制作タイムラプス、技法解説、作品の見せ方の工夫 
 
◇note/ブログ◇ 
特徴: 長文投稿、SEO効果あり 向いている画家さん: 作品の背景にある思想や哲学を深く語りた
い方 活用法: 展覧会レポート、作品シリーズの解説、アートに関するエッセイ 
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〇効果的なSNS運用のポイント〇 
SNSで成功するためには、一貫性が非常に重要です。理想的な投稿頻度は、週に1〜2回の定
期的な投稿です。事前にコンテンツを計画し、スケジュールに従って投稿することで、フォロワー

の関心を維持できます。※8 

 
〇画像・投稿のクオリティを高める 
作品写真は自然光で撮影し、色調を忠実に再現する 
背景や構図にも気を配り、作品の魅力が最大限に伝わるようにする 
解像度の高い画像を使用する（特にInstagramでは重要） 
 
〇キャプションの書き方 
作品のタイトル、サイズ、素材、制作年などの基本情報を記載 
作品に込めた思いやコンセプトを簡潔に説明 
質問を投げかけるなど、閲覧者が反応しやすい文章を心がける 
 
〇ハッシュタグ戦略 
効果的なハッシュタグ使用は、新しいフォロワーを獲得する鍵です： 
・作品のジャンルや技法に関連するタグ（#抽象画 #油彩 #水彩画 など） 
・アートコミュニティ関連のタグ（#芸術家 #アート好きと繋がりたい など） 
・地域に関連するタグ（#東京アート #京都の画家 など） 
・独自のタグを作成し、自分の作品を統一して管理（#[あなたの名前]art など） 
 
〇エンゲージメントを高める工夫 
フォロワーのコメントには必ず返信する 
他のアーティストの投稿にも積極的にコメントする 
ストーリーズ機能を使って日常的な制作風景を共有 
ライブ配信で制作過程を見せたり、視聴者からの質問に答えたりする 
 
〇SNSでの販売につなげるコツ 
SNSから直接的に販売につなげるためのポイントは以下の通りです： 
・作品情報の明確化: サイズ、素材、価格帯（または「DMにてご相談」）を明記 
・限定感の演出: 「残り1点」「展示会で完売した作品の追加制作」など希少性をアピール 
・購入方法の案内: 購入方法や問い合わせ先を分かりやすく表示 
・購入者の声の共有: 購入者からのフィードバックや作品が飾られている様子を紹介 
・ストーリー性: 作品が生まれた背景やインスピレーション源を語り、価値を高める 
 
次章では、SNS活用で成功した画家さんの具体的な事例を紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※8：Baby Jam 
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➍. 成功事例に学ぶSNS運用のポイント 
 
SNSで成功した国内外の画家たち 
 
【事例1】日本人イラストレーターAさん（Instagram活用） 
日本国内では無名だったが、Instagramで英語と日本語の両方でキャプションを書き、独自の
ポップなスタイルが海外で注目を集めた。フォロワー5万人を獲得し、海外の展示会への招待や
作品販売につながった。彼女の成功のポイントは、毎日の投稿継続と、ハッシュタグを戦略的に

使い分けたこと。※9 

 
 
【事例2】水彩画家Bさん（Twitter活用） 
繊細な水彩画技法を短い動画で紹介し、「#水彩画の世界」というハッシュタグを独自に広めた。
技法解説と作品制作の両方を投稿することで、初心者からプロまで幅広いフォロワーを獲得。オ

ンライン講座の開講につながり、副収入を得ることに成功。 
 
 
【事例3】抽象画家Cさん（複数SNS連携） 
InstagramとYouTubeを連携させ、作品写真と制作過程動画を効果的に組み合わせた。特に制
作過程の動画は音楽とともに編集し、アート作品としての価値を持たせることで差別化に成功。

その結果、企業からの壁画依頼や商業施設での個展開催などの機会を獲得した。 
 
 
〇デジタルアート販売の成功事例〇 
SNSを活用して知名度を高め、作品販売につなげたアーティストの事例としては、以下のような
例が見られます： 
 
▷InstagramとTwitterで自身のアート作品を日々投稿し、3年間で5万人のフォロワーを獲得 
▷ハッシュタグ戦略と定期的な投稿で検索上位に表示されるよう工夫 
▷フォロワーからの反応が良かった作品をプリントやグッズ化して販売 
▷独自のオンラインショップを開設し、SNSから誘導 
▷ファンとの交流を大切にし、顧客満足度の高い対応を心がけた 
 
この結果、月に100点以上の作品販売と安定した収入を得ることに成功しています。※10 

 

〇SNS運用の共通成功要因〇 
これらの事例から見えてくる共通の成功要因は以下の通りです： 
 
▷一貫性と継続性: 定期的な投稿を長期間続けることで信頼を構築 
▷独自の世界観: 他のアーティストと差別化できる独自の表現やスタイル 
▷ストーリーテリング: 作品だけでなく、その背景や制作過程も共有 
▷双方向コミュニケーション: フォロワーとの積極的な対話と関係構築 
▷複数チャネルの活用: 各SNSの特性を理解し、連携させる戦略 
▷明確なCTA（Call to Action）: 「DMで問い合わせを」「プロフィールリンクから購入可能」など、次
のアクションを促す工夫 

 

※9：PROMOS 
※10：Linolea Art 
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〇ブランディングの重要性〇 
アーティストにとって、単に作品を発信するだけでなく、「どのように見せるか」「どんなストーリー

を伝えるか」というブランディングが重要です。 
 
自分の強みを明確にし、ビジュアルやSNSを活用して一貫性のあるブランドイメージを作り上げ
ることで、アートを仕事にする道が開けます。※11 
 
具体的なブランディング要素には以下のようなものがあります： 
 
■カラーパレット：作品やSNS、ポートフォリオで統一感を持たせる 
■フォントやロゴ：自分の作品やサイトに統一したデザインを採用 
■シグネチャー（署名）：作品に自分のサインやロゴを入れる 
■トーン＆マナー：投稿の雰囲気や言葉遣いに一貫性を持たせる 
 
次章では、SNSだけでは実現できない価値を提供するオフィシャルサイトの重要性について解説
します。 
 
 
➎. オフィシャルサイト制作の重要性とSNSとの役割分担 
 
〇オフィシャルサイトが持つブランド価値〇 
SNSが普及した現代でも、アーティストにとってオフィシャルサイト（ポートフォリオサイト）は非常
に重要な役割を持っています。オフィシャルサイトは以下の点でSNSにはない価値を提供します： 
 
①. 専門性と信頼性の向上 
オフィシャルサイトを持つことは、プロフェッショナルとしての印象を強く与えます。ギャラリー、美

術館、コレクターなどの業界関係者が作品を評価する際、しっかりとしたウェブサイトの存在は信

頼性の証となります。※12 
 
②. 自分の世界観を完全にコントロール 
SNSではプラットフォームの仕様や表示方法に制限がありますが、オフィシャルサイトでは自分
の世界観や作品の見せ方を完全に自分でデザインできます。背景色、フォント、レイアウトなどを

自由に設定し、作品を最も魅力的に見せることができます。 
 
③. 作品のアーカイブ機能 
SNSの投稿は時間が経つと埋もれてしまいますが、オフィシャルサイトでは作品を系統的に整理
し、時系列やテーマごとにアーカイブすることができます。これにより、あなたの芸術的成長や変

遷を一目で見ることができます。 
 
④. SEO（検索エンジン最適化）効果 
適切なキーワードやメタデータを設定したオフィシャルサイトは、Googleなどの検索エンジンで上
位表示される可能性が高まります。「〇〇画家」「△△風イラスト」などの検索ワードであなたのサ

イトが見つかることで、新たなファンとの出会いが生まれます。 
 

 

※11：PROMOS 
※12：Takanaka Art 
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〇オフィシャルサイトに掲載すべき4つの要素〇 
効果的なオフィシャルサイトには、以下の4つの要素が不可欠です：※13 

 
①. ポートフォリオ（作品ギャラリー） 
高画質の作品写真 
作品のタイトル、サイズ、素材、制作年などの基本情報 
シリーズごとや年代ごとの分類 
可能であれば、展示風景や空間に飾ったイメージ写真も 
 
②. アーティストプロフィール 
芸術家としての経歴（学歴、主な展示歴） 
アーティストステートメント（創作理念や表現したいこと） 
受賞歴やメディア掲載実績 
プロフィール写真（任意だが、あると人間味が伝わる） 
 
③. ニュース・お知らせ 
展覧会情報や出展予定 
メディア掲載情報 
ワークショップや講演会など 
新作発表のお知らせ 
 
④. コンタクト情報 
問い合わせフォーム 
メールアドレス（スパム対策として画像化するなどの工夫を） 
SNSアカウントへのリンク 
展示や販売に関する基本方針 
 
〇SNSとオフィシャルサイトの役割分担〇 
SNSとオフィシャルサイトはそれぞれ異なる役割を持ち、互いに補完し合うことで効果的なWeb戦
略となります： 
 

 
オフィシャルサイトは「自分ブランド」の公式資料として位置づけ、SNSはその「入口」あるいは「日
常的な交流の場」として活用するのが理想的です。※14 

 

※13：Art Survive Blog 
※14：NOAH'S ART 
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〇サイト制作・運用のアドバイス〇 
〇初心者でも始められるサイト構築方法 
 
▷Wordpress: カスタマイズ性が高く、SEO効果も高いが、技術的ハードルがやや高い 
 
▷Wix、Squarespace: ドラッグ&ドロップで直感的に操作でき、アート向けテンプレートも豊富 
 
▷Portfolio系サービス（Behance、ArtStationなど）: 特にデジタルアート向けに最適化されたプラッ
トフォーム 
 
〇作品画像の最適化〇 
・作品の色調を忠実に再現するための撮影・編集技術を学ぶ 
・適切なサイズとファイル形式でアップロード（表示速度とクオリティのバランス） 
・著作権保護のための透かしやダウンロード制限の検討 
 
〇定期的な更新とSNSとの連携〇 
・新作発表時にはサイトとSNSの両方を更新 
・SNSの投稿に「詳細はプロフィールリンク先のサイトで」と誘導 
・オフィシャルサイトの更新情報をSNSで告知 
 
次章では、さらに広い視点でのアート系Webメディア活用について解説します。 
 
 

➏. アートWebメディア活用のメリットと掲載方法 
 
〇アートWebメディアが持つ独自の強み〇 
アート系Webメディアへの掲載は、自身のSNSやWebサイト運営とは異なる大きなメリットがあり
ます： 
 
①. 信頼性と権威性 
専門的なアートメディアに掲載されることで、第三者からの評価という形で自分の作品の価値が

証明されます。特に新しいコレクターやギャラリーに対して、あなたの作品の質を保証する役割を

果たします。 
 
②. 既存のオーディエンスへのアクセス 
Webメディアにはすでにアートに関心のある読者がいるため、一から自分のオーディエンスを構
築する必要がありません。特に新人アーティストや知名度が低い段階では非常に効果的です。 
 
③. SEOの強化 
多くの人に読まれているWebメディアに掲載されることで、検索エンジンでの自分の名前や作品
の評価が高まります。また、権威あるサイトからのリンクは自身のサイトのSEO評価も向上させ
ます。 
 
④. マーケティングの専門知識が不要 
Webメディア側が持つマーケティングのノウハウやSEO対策の恩恵を受けられるため、専門知識
がなくても効果的な情報発信が可能になります。note「個人で行える広報・宣伝について」 

10 



 
〇代表的なアート系Webメディアとその特徴〇 
日本国内には様々なアート系Webメディアがあり、それぞれ特徴や対象読者が異なります： 
 
〇総合アート情報系 
〇美術手帖: 歴史ある美術 
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